
○検索方法には、文字入力と音声入力があります。 
 
 検索サイトにより、また、サイトへの入力方法の違いで、 
 出てくる内容（検索結果）が違ってきます。 
 
 自分のお気に入りのサイト、検索方法をみつけましょう。 
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○本の名前やことわざ等を調べる場合 
 引用符（ダブルクォーテーション）“”で囲むことで、完全一致のものだけ 
 を検索できます。 
 

○全体が分からない場合 
 分からない箇所に＊（アスタリスク）やスペース（空白）を入れて、調べる 
 ことが出来ます。 
 

○キーワードＡ、Ｂの両方を含む内容を検索する場合 
「Ａ（空白）Ｂ」と入力します。空白をつくることでＡかつ（and）Ｂの 
 意味になります。 
 

○ＡかBを調べたい場合 
「Ａ（空白）OR（空白）B」 
 

○キーワードはＡだけれど、検索結果に条件Ｂを入れたくない場合 
「Ａ（空白）－B」  

○検索で出てきた情報には、公式サイト、広告、ブログなどいろいろあり、 
 サイトの信用性も様々です。 
 この情報は信用できるか、「広告」等の表示や、URLをチェックする 
 ようにしましょう。 

知っておくと便利な知識  
「おなじ」と打って変換すれば出る文字 
 「々」「 〃」「仝」「ゝ（繰り返しひらがな）」 
 「ゞ（繰り返しひらがな濁点）」「ヽ（繰り返しカタカナ）」 
 「ヾ（繰り返しカタカナ濁点）」    


